
 

先日、異年齢交流でぞう組の 5 人のお友達が朝からおやつの前まできりん組で過ご

しました。事前に「すごいな、かっこいいなと思う所をたくさん見つけてきてね！それを

他のお友達に伝えて、ぞう組もかっこよくなろう！」と伝えていたのですが、その日の夕

方のおあつまりでは「ご飯の時もお集まりの時もピシって座っていてかっこよかったで

す」と具体的に素敵だったところを話してくれました。それを聞くとすぐに姿勢を正そう

とする子もおり、素敵なやり取りがクラス内でもできたなと嬉しく思った場面です(^^) 

そんな活動を通して、これから自分達もきりん組になる！という意識が高まってきてい

るみんなと『自分の役割を知り、やり遂げようとする』 というねらいを持って当番活動

の“みならい”を始めています。以前水やりをグループでお当番としてやってもらって

いたこともあり、お当番への意欲はばっちり！ 

 まずはきりん組さんのお当番さんにお手本を見せてもらい、クラスで人数報告の練

習をしました。どんな風にやっていたか、まずは真似るところから。お当番さんをやりた

い気持ちが強いこともあり、立ち方や声の大きさは伝えずとも一人ひとりが意識を高

く持っていて、スタートから驚かされました。みならいの間は毎朝きりん組と一緒に、事

務所・給食室へ人数報告をしてもらいます。 

当番活動を通して、礼儀やマナーを知ることや、自分でできた！と自信を持てるきっか

けを作っていけたらと思っています。 

先月は雪が降るかもしれない予報が出る等、ぐっと冷え込む日もありましたね。大人は雪が降らずにほっとしていましたが、子ども達は

少し寂しそうでした。まだまだ冬は続きますが、たくさん体を動かして寒さに負けない体づくりをして元気に乗り越えましょう！       

今月号ではお当番活動の様子などについてお伝えしていきたいと思います！ 

お当番活動はじめました◎ 
まずは出欠人数の確認。 

きりん組さんと一緒に練

習をしてからいざ出発！ 

「おはようございます！ 

ぞう組です。今日は 25 名で

す。お休みは 2 名です。よろし

くお願いします！」 

…緊張する姿もありました       

仲間を思いやる気持ち 
ぞう組での生活ももうすぐ終わりが近づいてきました。この約 1 年間で子ども達は「気持ちを言葉で伝える」ということがとても上手に

なってきて、友達同士で遊ぶ姿も増えてきました。 

一人だけの世界ではなくなってくることで、相手の気持ちを知る、自分と違う気持ちを持っている人がいることに気付く…等といった

『共感力』が必要になってきます。もちろん共感力とはすぐに身につくことではなく、大人が自分の気持ちに寄り添ってくれる経験や、

相手の気持ちを考えるということを繰り返していくことがとても大切です。もし、お家で絵本を読むことがあれば、“登場人物の気持ち

を考えてみる”ということをしてみるのもいいかもしれませんね。 

このような力を培い、より楽しく遊べる仲間関係を築いたり、思いやりのある集団になっていけたらと思っています。 

入り口では「失礼しま

す」「失礼しまし」と挨

拶をすることも、お兄

さんたちから学んで

います♪ 


